
※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

１

Facebook に本会の活動を随時投稿しています　

 長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、多くの人々

は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行けない子

どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。

 本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さん

を募集しております。

 思えば 78 年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ

ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようにな

りました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子どもたちを支援する番です。
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 子ども１人につき １年間３万円。【教育里親会費】
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【子どもとの交流】

【教育里親会費】
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【子どもとの交流】
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Royal park condo,Street 608, Toul kok,
Phnompenh,Cambodia

　

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
も
大
き
く
報
道
し
て
い
ま
し
た
が
、７
月

23
日
に
行
わ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
民
議
会
選
挙
は
、与
党
人
民

党
が
１
２
５
議
席
中
１
２
０
議
席
を
確
保
す
る
圧
勝
で
し

た
。残
り
の
５
議
席
を
確
保
し
た
フ
ン
シ
ン
ペ
ッ
ク
党
も
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
与
党
に
近
い
政
党（
自
民
党
と
公
明
党
の
よ
う

な
関
係
か
？
）で
す
の
で
、純
粋
な
野
党
の
議
席
は
前
回
に
続

き
今
回
も
ゼ
ロ
で
し
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
だ
け
で
な
く
多
く
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
が
、民

主
主
義
の
危
機
に
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
も
危
機
的
な
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
す
。２
０
２
０
年
11
月

に
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
の
結
果
を
受
け
入
れ
な
い
国
軍
が
軍

事
ク
ー
デ
タ
ー
で
全
権
を
掌
握
、選
挙
で
勝
利
し
た
国
民
民
主

連
盟
の
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
を
拘
束
し
ま
し
た
。

　

先
日
、ミ
ャ
ン
マ
ー
で
新
聞
発
行
な
ど
民
主
主
義
を
守
る
活

動
を
支
援
し
て
い
る
日
本
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
会
っ
て
お
話

を
聞
き
ま
し
た
が
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
行
け
ば
間
違
い
な
く
逮
捕

さ
れ
る
の
で
、行
く
こ
と
が
出
来
な
い
と
こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
に
軍
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
タ
イ
で
も
、

軍
に
よ
る
政
治
へ
の
干
渉
を
可
能
に
す
る
制
度
が
残
り
、５
月

に
実
施
さ
れ
た
下
院
総
選
挙
で
第
１
党
と
な
っ
た
政
党
が
、親

軍
派
の
上
院
議
員
ら
に
首
相
就
任
を
阻
止
さ
れ
ま
し
た
。第
１

党
と
な
っ
た
前
進
党
は
、徴
兵
制
度
廃
止
な
ど
反
軍
政
策
を
掲

げ
て
い
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
、ラ
オ
ス
も
社
会
主
義
政
権
で
す
の
で
、公
正
か

つ
自
由
な
選
挙
は
到
底
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
な
ど
も
発
展
途
上
の
段
階
で
し
ょ
う
か
。

　

選
挙
は
民
主
主
義
の
根
幹
で
す
の
で
、日
本
と
関
係
の
深

い
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
情
か
ら
目
を
離
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

(活動のための諸費用含む)

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくとも子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

里
親
さ
ん
あ
り
が
と
う

根

岸

恒

次子どもたちが夢と希望をもてる社会を願います
講演する根岸理事長

　二本松ロータリークラブ（福島県二本松

市・団体会員）が、カンボジアの小学生にぞ

うりと学用品をプレゼントしてくれた。生徒

たちは思わぬプレゼントに大喜びだった。

　８月３日、現地スタッフが「ソリヤ小学

校」（コンポンスプー県オラル郡・生徒数

151人）を訪問し、生徒全員にぞうりと学用

品を届けた。

 「ソリヤ小学校」は本会が校舎を寄贈し、

それが縁で教育里子支援も行っている。プノ

ンペンから車で４時間もかかる僻村の小さな小学校だ。

　７月25日、「東久邇宮記念会」（事務局＝さ

いたま市中央区、岩田元吉会長）が主催す

る「東久邇宮平和賞授与式＆祝賀会」がさいた

ま市内の「ホテルブリランテ武蔵野」で開催、

全国から受賞者など約60人が集った。

　根岸理事長が長年、同団体の役員をしている

ことから依頼を受け、「カンボジアでの支援活

動」をテーマに短時間の講演を行った。会報を

配布して理解と協力をお願いした。

　短い講演だったが、終了後の懇親会では多く

の参加者と交流でき、意義ある時間を共有し

た。

　地元開催ということで、さいたま市在住の里

親会員、加藤知恵子さんも参加してくれた。

根岸理事長がさいたま市でカンボジアについて講演

　この程カンボジアの小学校に、大型手押

しポンプ式井戸１基が完成した。

　完成したのは、「カンボジア教育支援　

西予」（代表＝広瀬稔様・愛媛県西予市）

の皆さんが寄贈してくれた「コムノップ小

学校」（コンポンスプー県ソムロントン

郡、生徒数＝３７５人）。

　８月４日、現地スタッフが小学校を訪

問、井戸の完成を見届け性能点検した上で

贈呈式を行い、完成を祝った。

　井戸の深さは平均して約40メートル、ヒ

素などの水質検査を実施しているので、生徒や村民には安心・安全な井戸水を提供し

ている。

「二本松ロータリークラブ」が
　　　　ぞうりと学用品をプレゼント

きれいな水が出ました

ぞうりと文具をありがとう

選
挙
は
民
主
主
義
の
根
幹
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
目
を
離
せ
な
い



理事　　佐々木英介

（東京都在住の里親会員）
カンボジア人の名前について投稿投稿

　私の最初の里子はヴォット・ティダーちゃんという名前でした。でも、どっちが姓でどっちが名前？ 里子支援
をされている皆さんの中にも、そう思われた方がいらっしゃるのではないでしょうか。
　カンボジア人の姓名には、独特な特徴があるようです。順番としては日本と同じく姓⇒名となるのですが、
姓の部分は家族姓とは限らず、多くは父親の名前が充てられているのです。つまり日本名に当てはめるなら
ば、岸田文雄総理の場合、父親は岸田文武なので文武文雄
という名前になってしまいます。
　なので、カンボジア人へ姓のつもりで呼んでいたのに気
分を害されることもあるという理由も、理解できないでは
ありません。私たちは普段、よほど親しくならない限り名の
ほうで呼び合ったりしないので、気を付ける必要がありそ
うです。
　また、女性の名前が結婚後にも変わらない反面、その
時々で出世魚のように名前を変える人もいるようで面食ら
います。が、家を継ぐという習慣がないだけでなく、法律そ
のものがまだ曖昧な国なので、それも許されるのでしょう。
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本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました本会は20 0 3年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました

90人死亡

フンマネット首相

環状３号線

佐々木理事

パネル展示会

　カンボジアの小学校は、授業時間を午前と午
後に分けている。午前は７時～11時、午後は１
時～５時と、各４時間ずつ授業を行う。生徒が
少ない小学校は、午前中で授業が終わる。
　生徒たちは午前・午後のどちらかに通学すれ
ばよいので、お昼の給食はまだないようだ。
　その分、校内にはオヤツを売る店や軽食を出
す食堂があり、これが生徒たちの楽しみにも
なっている。先生が店を出している学校もある
そうだ。

「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
、
教
育
支
援
を
希
望
す
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
、
会
報
紙
面
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
支
援

し
て
く
だ
さ
る
方
は
、
子
ど
も
の
名
前
を
添
え
て
、
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

（
先
に
里
親
が
確
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、
既
に
里
子
を
お
持
ち
の
方
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
顔
の
見

え
る
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
の
教
育
支
援
で
す
。

教育支援を
お願いします！
☎
０
３
・
３
９
９
１
・
２
８
５
４　

コ
リ
ヤ
ン
・
ユ
ー
リ
ア
ン
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●
両
親
い
る
が
父
親
は
病
気
。
兄
が
２
人
。

　
現
在
両
親
、
兄
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
本
を
読
む
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
30
分
。

ニ
ュ
ッ
ル
・
ソ
パ
ン
ニ
ャ
ー
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

ワトクダイ小学校

（コンポンスプー県ウドン郡）
２年生（８歳）

●
家
族
構
成
＝
両
親
い
る
が
、
仕
事
の
関
係

　

で
別
居
し
て
い
る
。
弟
が
い
る
。
現
在
祖

　

父
母
、
弟
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
絵
を
描
く
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
30
分
。

ワトクダイ小学校

（コンポンスプー県ウドン郡）

３年生（９歳）

ワトクダイ小学校

（コンポンスプー県ウドン郡）

３年生（９歳）

ユ
ー
ン
・
パ
ン
ニ
ャ
サ
ッ
ク
君

︵
男
の
子
︶

ワトクダイ小学校

（コンポンスプー県ウドン郡）
３年生（11歳）

シ
ア
ン
・
コ
サ
ル
君

　(

男
の
子)

●家族構成＝両親がいる。姉が２
　人いる。現在両親、姉と暮らす。
●好きなこと＝本を読むこと。

●学校まで徒歩で10分。

●両親いるが母親病気。姉と弟
　がいる。現在両親、姉、弟と暮らす。

●好きなこと＝本を読むこと。

●学校まで徒歩で10分。
   

０
３
・
３
５
５
７
・
１
２
１
３

FAX

ワトクダイ小学校　

（コンポンスプー県ウドン郡) 
３年生（９歳）

ユ
ン
・
ク
ム
ヒ
ア
ン
君

　(

男
の
子)

●家族構成＝両親離婚、母親のみ。
　妹が２人いる。現在祖父母、妹と暮らす。
●好きなこと＝サッカー観戦。

●学校まで徒歩で30分。

ノ
ロ
ド
ム
・
シ
ハ
モ
ニ
国
王
、
フ
ン
マ

ネ
ッ
ト
氏
の
首
相
任
命
勅
令
を
発
布

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ノ
ロ
ド

ム
・
シ
ハ
モ
ニ
国
王
は
、
第

７
委
任
統
治
政
府
の
閣
僚
評

議
会
を
組
織
す
る
た
め
、
フ

ン
マ
ネ
ッ
ト
氏
を
カ
ン
ボ
ジ

ア
首
相
に
任
命
す
る
勅
令
を

発
布
し
、
同
氏
が
首
相
に
任

命
さ
れ
た
。

　
勅
令
に
よ
る
と
、
新
た
に
任
命
さ
れ
た
首
相
は
国

民
議
会
か
ら
の
信
任
投
票
に
向
け
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政

府
の
構
成
を
準
備
す
る
責
任
が
あ
る
。

　
８
月
３
日
、
カ
ン
ダ
ル
県
キ
エ
ン

ス
ヴ
ァ
イ
郡
で
中
国
が
資
金
を
出
資

し
た
全
長
53
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
環
状

３
号
線
の
開
通
式
が
行
わ
れ
、
フ
ン

セ
ン
首
相
と
王
文
天
在
カ
ン
ボ
ジ
ア

中
国
大
使
な
ど
が
出
席
し
た
。

　
環
状
３
号
線
は
完
成
ま
で
に
52
ヶ

月
を
要
し
、
国
内
外
の
物
資
輸
送
の

促
進
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

環
状
３
号
線
が
開
通
、
貿
易
範
囲
の

拡
大
に
期
待

独
立
メ
デ
ィ
ア
３
社
、
ア
ク
セ
ス

遮
断
措
置
へ

﹁
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ
チ
﹂
が
８
月
２
日
に
発
表

し
た
内
容
に
よ
る
と
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
政
府
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に

対
し
、
主
要
な
独
立
系
メ
デ
ィ

ア
３
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
・
ア
カ
ウ
ン
ト
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
遮
断
す
る
よ
う
命
令

を
出
し
た
。
　

　
こ
の
措
置
は
７
月
に
出
さ
れ

た
指
令
に
基
づ
く
も
の
で
、
情

報
省
が
政
府
の
名
誉
と
評
判
に

影
響
を
与
え
る
誤
解
を
招
く
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
流
布
し
、
同

省
の
要
件
に
従
わ
な
い
と
判
断
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
。

落
雷
・
火
災
・
暴
風
雨
で
１
月

〜
７
月
に
90
人
が
死
亡

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
家
防

災
委
員
会
の
報
道
官
は

８
月
１
日
、
落
雷
、
火

災
、
暴
風
雨
に
よ
り
１

月
〜
７
月
に
全
国
で
90

人
が
死
亡
し
た
こ
と
を

発
表
し
た
。
内
訳
は
落

雷
で
59
人
、
火
災
で
23

人
、
暴
風
雨
で
８
人
と

な
っ
て
い
る
。

　
他
に
落
雷
、
火
災
、
暴
風
雨
で
２
１
７
人
が
負
傷

し
、
落
雷
で
87
頭
の
家
畜
が
死
ん
だ
と
い
う
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
食
糧
価

格
、
６
月
は
前
年
同
月
比

３.

２
%
増

　
世
界
食
糧
計
画
に
よ
る
と
、
２
０
２
３

年
６
月
の
食
糧

物
価
は
、
主
に

農
村
部
の
市
場

の
値
上
が
り
に

牽
引
さ
れ
、
前

月
比
０.

７
％
上

昇
し
た
。
前
年

同
月
比
で
は
３.

２

%

増

だ

っ

た
。 国

立
銀
行
新
総
裁
、
初
と

な
る
女
性
総
裁
が
就
任

　
ノ
ロ
ド
ム
・
シ

ハ
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生徒たちの楽しみは学校で
「おやつ」を食べること
生徒たちの楽しみは学校で
「おやつ」を食べること
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初
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女
性
総
裁

３.

２
%
増

 「カンボジア教育支援　西予」（愛媛県西予市・広瀬稔
代表）では８月１日～３１日、西予市内の「図書交流館」
でパネル展示会を開催、井戸建設の写真や本会の会報
などを展示した。活動状況を市民に報告、理解と協力を
求めた。

カンボジア井戸建設の
　　　　　状況を市民に報告

楽
し
い
お
や
つ
の
時
間
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・ 通学用かばん 3,000 円

　本会のカンボジア事務所では現地スタッ
フが、教育里子が通学する小学校（25校）
を隔月に訪問、教育里親様より頂戴した年
会費の中から６回に分け、米ドルに換金し
て教育支援金を届けている。
中学校、高等学校に通う教育里子も出身校
の小学校に集まり、支援金を受け取ってい
る。

　７月31日～８月
５日の間に６月分と
７月分を、２人の現
地スタッフ（ドライ
バー含む）が各学校
を回り、教育支援金
と里親さんからのプ
レゼントなどを届け
た。

里子への教育支援金を
隔月に届けています
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ン
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ワットプノンペンを紹介します投稿投稿

投稿投稿

投稿投稿

コロナウイルスの影響で、カンボジアへの渡航回数が少なくなり

ました。しかし、海外送金は問題なく可能ですので、当面は皆様

から送って頂いたプレゼント代金を現地の本会銀行口座に送り、

現地スタッフがプレゼントをお届け致します。里子からのお礼状

(写真付き)もメールで送ってもらいます。

事務局に届いた里子プレゼント(品物)につきましては、年２回程

度になりますが、空港から持参させて頂きます。暫くお時間を頂

きますので、この時期品物を避け、なるべく現金をお送りくださ

い。(手紙はメールで、現地に送ります)

勉強に励む

老い、おい、オイ！　（１）

　私は風邪一つひかず、花粉症にもならず、コロナにもかからず、誠に健康
優老婆だ。
　それが、昨年十一月、自宅に居た時（完璧な一人暮らし）足が動かなくなっ
たのだ。夜だったこともあり、すぐ蒲団にもぐりこんだ。
　トイレに行く時は這って行くのだが、間に合わない。おまけに吐き気をも
よおし、食べた物を全部、出してしまう。
　上から下からテンヤワンヤ。まさに、地獄だった。
　翌日も足は動かず、一日中寝ていた。救急車を呼びたくても、呼び方が解
らない。ガラケイもスマホも機能しないのだ。それだけ、あわてていたのか
もしれない。
　友人のＡさんに電話したら、何とご主人が癌で闘病中とのこと。彼女
は「二十一世紀のカンボジアを支援する会」の里親会員だ。
　さらに翌日、歩いてみたら歩けたのだ！
　すぐ、Ｂ病院に行った。検査の結果「脳梗塞」だった。再発すると困るから、
即、入院させられた。
　私よりずっと若いＣさんが、二・三年前、脳梗塞で倒れ、救急車で運ばれた
そうだ。さすがに彼女は、乗り回していたバイクはあきらめたが、それ以外は
元気で活躍している。
　トイレに行く時は、ナースを呼ばないといけないが、面倒くさいのでこっそ
り一人で行っちゃう事もある。だって、歩けるんだもの！すごく元気よ、わたし！
　そんな時に限って、見つかってしまう。やんわり注意される。一応、素直に
返事する。
　「ハイ！」
　そんなこんなで、自称「元気印」の私は、毎日「いつ退院？いつ退院？」と念
仏のように唱えて、一週間程で退院できた。
　その時、医者先生様が「心電図の音が気になる！」と言ったけれど、無視し
て、尻に帆をかけホイホイ退院したのであった。（続く）

　同じ仏教徒の国であるカンボジアなので、仏教寺院に
も行ってもらいたいと思っています。プノンペン都内では
一番行きやすい場所にある「ワットプノンペン」をご紹介
いたします。
　あるいは、目的地の近くにあります寺院にもお立ち寄り
下さい。どの寺院も開放的で、歓迎されますよ。毎週一回
程度巡ってきます仏日には、本堂が開放されていると思
います。
　地方に行って寺院を訪問しますと、敷地内に旧ヒンズ
ー寺院の遺跡が保存されていたり、学校が併設されてい
たりします。そちらにも行かれて下さい。
　私のブログ「なかやんのプノンペン滞在記」には、たく
さんの仏教寺院の訪問記を載せています。

　今、カンボジアの子どもたちの間で猛烈に流行しているオモチャがある。
日本では懐かしのアメリカンクラッカーである。プノンペン、シェムリアップ、
バッタンバンなどでは街を歩いていると、子供がバチバチ音を鳴らしている
のが聞こえる。

　子どもから借りて私もやってみたが、
紐と玉を繋げただけのヤツなので、立
体的に玉が動くので難しい。厳密に左右
の紐の長さを合わせて、垂直に振らな
ければならない。
　こういうアナログなオモチャは、物理
法則を体験するのに良いと思う。新しい
カンボジアを作る子供たちには、いろい
ろな体験をして勉強してほしいと願う。

副理事長　及川 英博  （岩手県奥州市在住・里親会員）

中村善信（プノンペン在住、喫茶店経営）
青木貴之（カンボジア・光語学スクール総務）

ポルポト時代を日本で生き延びた
カンボジア男性の話（２）

投稿投稿

　一九七五年、ポルポト派がカンボジアを
支配した時、メイ氏はまだ日本にいた。東
京外語大学での日本語の勉強を終えて、神
戸大学で開発学を専攻していた。この頃の
カンボジアの詳しい状況は分からなかっ
たし、家族の消息も全く分からなかった。
　自分を日本に送り出したロンノル政権が
消えた。パスポートも効力を失い、自分の
国籍を証明するものが無くなった。カンボ
ジアという国が消えたのだ。
　メイ氏は言う「私はその時から何人（な
にじん）でもなくなってしまった」。国が消え
るという不安感、焦り、そこから逃れたこと
はない日々だった。
　一九七七年、ポルポト派政権の幹部が日本に来て、留学生たちを集めて「国のためにカンボ
ジアに帰れ」と諭した。しかしメイ氏は日本に残った。僅かに伝わる惨状や粛清に「血の匂い」
を感じたからだった。その時、「もう二度とカンボジアには戻れないだろう。誰にも頼らず一人
で生きていこう」と決意したという。
　それからのメイ氏は「心まで日本人になろう」と必死だったという。大学の教授の勧めで日本
の商社に就職し、日本人と同じように働いた。
　ポルポト時代が三年八ヶ月と二十日で終わっても家族の消息は分からず、カンボジアは内戦
の泥沼に陥っていた。
　メイ氏はカンボジアも家族もあきらめ、考えないようにしたという。しかし、忘れられるはず
がなかった。つのる思いを封じ込めることはできず、一九八七年メイ氏は商社を退職して、国連
食糧農業機関の採用試験に応募した。「国連職員になればカンボジアのために働くことができ
る」。メイ氏は百八十人の中から十五人に選ばれた。（つづく）

教育支援金を
届けました

今　紀子（東京都在住　会員）

今、本当に子供たちの間で凄く
流行っているアメリカンクラッカーです

キリングフィールドの大量埋葬地跡

ワ
ッ
ト
プ
ノ
ン
ペ
ン

アメリカンクラッカー



●教育里親会員 １８５名
●個人会員　　　　　　６７名
●団体会員　　　　　１０団体
●寄付協力者（随時）　６１名
　合　　　計　　　　３２３名

本会の会員状況をお知らせいたします
（2023年７月末日現在）

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手やビー

ル券やデパートの商品券を集め、活動資金にしてお

ります。皆様の家に眠っているものがございました

ら、ぜひ、ご協力くださいますよう、よろしくお願

い致します。普通郵便で事務局へお送りください。

教育里親会員　入 会 申 込 書 年 　 月 　 日

名
氏

所
住

考
　
備

生 年 月 日

(TEL)

ふ り が な

年 　 　 　 　 月 　 　 　 　 日

〒

１. サポートしてくださる子どもの人数　　[　　　　　　]　人

２. サポートしてくださる子どもの性別　　① 男の子　　　　　　　② 女の子　　　　　　　③ どちらでも

３. その他　[ 具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　

＊入会してくださる方は所定の事項をご記入のうえ、本会事務局までお送りください。　　　　　　
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︵
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︶
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１
万
７
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４
百
円
︵
58
％
︶

正
会
員
と
し
て

～カンボジアの第７回国民議会選挙～
春さんのカンボジアレポート

理事・里親会員　　鈴木春男（カンボジア・シェムリアップ在住）

　カンボジアの第７回目の国民議会選挙が７月23日に行われました。
全国２万3789の投票所で、971万655人の登録有権者のうち820万人
が投票して、カンボジア史上最高の投票率（84.58％）でした！
無効と不正投票は３％の約44万票。縫製工場等の従業員には３日間の
有給休暇が与えられ、帰省での投票の為に、無料バスが手配されました。
前日と当日の２日間は飲酒禁止でした！
　直前に改正された選挙法で批判反対派を押え込み、即日開票され、結
果は参加18政党のうちの与党カンボジア人民党（ＣＰＰ）が全125議席
の120議席、野党のフンシンペックが５議席獲得で、他は零でした。
　前回の全議席125の与党ＣＰＰ独占にならなかったのは、国際社会からの一党独裁批判の回
避に役立ちます。フン・セン首相の思惑に沿います。
　無効投票の一部は、５年前に解散させられた救国党（ＣＮＲＰ）による反対運動によると推測
されますが、力及ばずです。
　65カ国と国際機関から333人の国際監視団が訪れていました。この一行の奥方たちは観光を
楽しんでいました。
　この監視団の報告は、「今回の選挙は公平性、平和性、透明性、包括性に関する国内外の基準
を遵守し、平和的、公正かつ透明だった。カンボジアにおける法の支配と民主主義の強化を通じ
て、国内の平和、安定、民主主義を追求するすべての関係者の強い意志を示した。」とヨイショして
います。　　

オンライン情報
　交換会を毎月開催

写真出典：Ｋhmer Times

　本会では、カンボジア在住の日本人や現地スタッフの
協力のもと、現地情報をオンライン（Ｚoom）で紹介す
る「カンボジア情報交換会」を、原則毎月第２土曜日の10
時～11時半に開催しています。
　７月は８日に開催しました。３月に佐々木英介理事が
ベトナム・カンボジア・タイの３カ国を訪問しましたが、そ
の時のスライドを上映してくれ、とても参考になりました。
８月はお盆休みでした。
　10月は７日（土）に開催する予定です。
　入室・退室は自由ですので、お気軽に都合良い時間帯
にご参加ください。（参加希望者にはＺoomのＩＤとパス
コードを事務局より事前に送ります。また、Zoomに不慣
れの方には事務局より操作を指導いたします）
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■

佃井さんもお元気

シアヌーク元国王

カンボジアの国民議会選挙

投稿投稿 理事長　　　根岸 恒次カンボジア独立70年に思うこと（２）
　そこに現れたのが、帝国主義国としてはヨーロッパ諸国に遅れをとったアメリカだ。しかし既
に、大半のアジア諸国が日本を含む帝国主義国に浸食されていて、残るは「眠れる獅子」中国の
みであった。その中国も既に欧米諸国が進出しており、中国は半植民地状態になっていた。
　1914年～1918年の第一次世界大戦でヨーロッパ諸国が疲弊していることにつけ込んだ日本
は1932年、中国の東北３省を満州国として独立させ、1937年には「盧溝橋事件」をきっかけに大
量の軍隊を大陸に派遣、泥沼の日中戦争を繰り広げるに至った。
　思うまま中国に進出する日本を苦 し々く思ったアメリカは、日本に対し石油禁輸などの経済制
裁措置を取ったことから、資源を求めて東南アジアに進出した日本は米英蘭との全面戦争に突
入した。
　ヨーロッパ戦線でナチスドイツに降伏し、弱体化したインドシナのフランス植民地政府は日本
と協力する道を選び、日本軍のインドシナ進駐を容認したため、インドシナ３国は他のアジア諸国に比べ大きな戦闘もな
く、比較的平穏なうちに戦争が終結した。
　1945年８月に日本が降伏すると、フランスはカンボジアを植民地化するため、連合国の一員として再びやってきた。
　当時カンボジアは、日本が戦争終結間際になってインドシナ３国を武力で制圧したため、日本をバックに独立を宣言した
ものの、日本の敗戦で独立が反故にされてしまった。
　そこでシハヌーク国王は残留日本兵に助けを求めて義勇軍部隊を創設し、フランス軍とゲリラ戦を展開した。その時に義
勇軍創設を指導したのが、当時25歳だった只熊力元陸軍大尉を中心とした残留日本兵たちだった。
　一方でシハヌーク国王は海外を歴訪して、カンボジアの独立を訴え続けた。「皆さんがカンボジアの独立を承認しないと、
カンボジアはベトナムと同じように共産化してしまうでしょう」という殺し文句に、東南アジアの共産化を何としても防ぎたい
アメリカが反応、アメリカがフランスを説得する形でフランスも譲歩、1953年に完全独立を果たしたのだった。（つづく）

懐かしき1枚
　2 0 0 7年（1 6年
前）に行われた本
会主催のカンボジ
ア訪問旅行の一コ
マ。この 頃 、アン
コールワットの急
階段を自由に登り
降りができました。
（現在はできませ
ん）手すりがない
ので壁をつたって
降りる会員さん、元
気な佃井さんのお
顔も見えます。
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